
天
の
元
后
、
喜
び
た
ま
え
、
ア
レ
ル
ヤ
！

あ
な
た
に
宿
ら
れ
た
方
は
、
ア
レ
ル
ヤ
！

仰
せ
の
よ
う
に
復
活
さ
れ
た
、
ア
レ
ル
ヤ
！

我
ら
の
た
め
に
祈
り
た
ま
え
、
ア
レ
ル
ヤ
！

�

（
典
礼
聖
歌
３
７
５
番
）

　

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
復
活
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！　

私
は
翻
訳
す
る
時
に
は
日
本
語
の

表
記
に
は
元
々
な
か
っ
た
感
嘆
符
「
！
」
を
容
易

に
使
わ
な
い
主
義
で
す
が
、
復
活
節
の
50
日
間
、

特
に
「
ア
レ
ル
ヤ
の
祈
り
」
で
天
の
全
て
の
天
使

と
聖
人
と
地
上
の
兄
弟
姉
妹
の
賛
美
に
加
わ
る
時

に
は
、
心
に
！
が
満
ち
溢
れ
ま
す
。
一
説
で
は
、

14
世
紀
頃
、
ラ
テ
ン
語
で
「
や
っ
た
ぞ
、
万
歳
」

と
喜
び
を
表
す
間
投
詞
ｉ
ｏ
が
こ
の
よ
う
に
縦
並

び
で
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
か
。

　

こ
の
喜
び
は
、
聖
霊
が
結
ば
せ
て
く
だ
さ
る
実

で
す
。
こ
の
生
け
る
水
が
流
れ
る
所
で
は
、
私
の

内
で
も
私
の
半
径
５
Ｍ
以
内
で
も
、
教
皇
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
が
復
活
の
主
日
に
言
及
さ
れ
た
よ
う
に
人

類
の
希
望
を
塞
ぐ
大
き
い
石
、
重
い
石
だ
ら
け�

の
地
球
の
ど
こ
で
も
、
全
て
が
生
き
返
る
の
で
す
。

　

次
頁
で
お
伝
え
す
る
よ
う
に
、
こ
の
度
カ
リ
ス

の
顧
問
を
退
か
れ
た
ラ
ニ
エ
ロ
・
カ
ン
タ
ラ
メ
ッ

サ
枢
機
卿
が
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
祈
り
を
共
有
し

な
が
ら
、
喜
び
も
新
た
に
歩
み
続
け
ま
し
ょ
う
。

弁
護
者
で
あ
る
聖
霊
、

教
会
に
カ
リ
ス
マ
刷
新
を
起
こ
さ
れ
た
方
、

全
世
界
の
カ
ト
リ
ッ
ク
・
カ
リ
ス
マ
刷
新
の
上
に

再
び
力
を
も
っ
て
降
臨
し
て
く
だ
さ
い
。

「
恵
み
の
潮
流
」
全
体
が
新
た
な
勢
い
で

駆
り
立
て
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

あ
な
た
の
聖
な
る
油
注
ぎ
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
皆
が
人
々
に
福
音
を
告
げ
知
ら
せ

悩
み
苦
し
む
心
を

　
　

い
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

カ
リ
ス
マ
刷
新
の
中
で
汚
れ
て
い
る
も
の
を
清
め
、

受
け
た
痛
手
を
い
や
し
、
冷
た
さ
を
温
め
、

乱
れ
た
も
の
を
正
し
て
く
だ
さ
い
。

散
ら
さ
れ
た
神
の
子
ら
を
一
つ
に
し
、

分
断
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
を

　
　

一
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
勇
気
を
新
た
に
し
、

世
に
い
る
私
た
ち
の
孤
独
を
見
た
し
、

私
た
ち
の
内
に
神
と
の
親
密
な
交
わ
り
を

　
　

創
造
し
て
く
だ
さ
い
！

聖
霊
、
来
て
く
だ
さ
い
、
十
字
架
の
上
で

　
　

刺
し
貫
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
脇
腹
か
ら
！

来
て
く
だ
さ
い
、
復
活
さ
れ
た
方
の
口
か
ら
！

来
て
、
教
会
の
顔
を
新
た
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ー
メ
ン
。
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今
年
の
２
月
16
日
、
カ
リ
ス
（
正

式
名
称
『
カ
ト
リ
ッ
ク
・
カ
リ
ス
マ

刷
新
国
際
奉
仕
会
』）
は
次
の
ニ
ュ�

ー
ス
を
発
表
し
ま
し
た
。「
昨
年
11�

月
、
ロ
ー
マ
で
、
ラ
ニ
エ
ロ
・
カ
ン

タ
ラ
メ
ッ
サ
枢
機
卿
は
、
長
年
に
わ

た
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
・
カ
リ
ス
マ
刷

新
と
共
に
い
る
こ
と
の
喜
び
を
改
め

て
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
う

付
け
加
え
ら
れ
ま
し
た
、『
私
は
こ

の
任
務
か
ら
退
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
の
た
め
に

祈
る
こ
と
は
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
』

と
。

　

カ
ン
タ
ラ
メ
ッ
サ
枢
機
卿
の
祈
り

は
す
で
に
美
し
い
実
り
の
一
つ
を
結

び
ま
し
た
。
カ
リ
ス
を
設
立
し
た
い

の
ち
・
信
徒
・
家
庭
省
は
、
教
皇
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
承
認
を
得
て
、
二
〇

二
四
年
二
月
十
二
日
付
で
、
ピ
ー
タ

ー
・
レ
ス
リ
ー
・
ス
ミ
ス
司
教
を
カ

リ
ス
の
新
し
い
顧
問
司
祭
に
任
命
し

ま
し
た
。

　

ス
ミ
ス
司
教
は
、
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
補
佐
司
教
で
す
。

カ
リ
ス
が
設
立
さ
れ
た
二
〇
一
九
年

六
月
か
ら
二
〇
二
三
年
十
月
ま
で
、

い
の
ち
・
信
徒
・
家
庭
省
の
指
名
を

受
け
て
国
際
コ
ム
ニ
オ
奉
仕
会
の
メ

ン
バ
ー
で
し
た
。
ピ
ー
タ
ー
司
教
は

所
属
す
る
契
約
共
同
体
メ
ン
バ
ー
と

共
に
住
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
任
命
を

お
引
き
受
け
く
だ
さ
っ
た
ピ
ー
タ
ー

司
教
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

カ
ン
タ
ラ
メ
ッ
サ
枢
機
卿
が
私
た
ち

の
そ
ば
に
忠
実
に
い
て
く
だ
さ
り
、

貴
重
な
助
言
を
く
だ
さ
り
、
祈
っ
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。」

　

カ
リ
ス
の
公
式
サ
イ
ト
と
米
国
カ

ト
リ
ッ
ク
司
教
団
の
発
表
か
ら
、
新

顧
問
司
祭
に
つ
い
て
も
う
少
し
ご
紹

介
し
ま
す
。
ピ
ー
タ
ー
・
レ
ス
リ
ー

・
ス
ミ
ス
司
教
は
、
一
九
五
八
年
、

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
法
律
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ん
だ
後
、

一
九
八
三
年
（
米
国
司
教
団
発
表
に

よ
る
と
一
九
八
六
年
）
に
米
国
に
移

住
。
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
契
約
共

同
体
、People of Praise

（
賛
美
の

民
）
の
一
員
と
な
り
、
二
〇
〇
一
年

に
司
祭
に
叙
階
さ
れ
ま
し
た
。
神
学

と
教
会
法
の
学
位
を
取
得
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
二
〇
一
四
年
、
教
皇
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
任
命
に
よ
り
司
教
に
叙

階
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
、People

of Praise

共
同
体
の
中
で
も
生
涯
独

身
の
誓
約
を
立
て
て
い
る
男
性
（
二

〇
一
四
年
当
時
で
12
人
、
う
ち
司
祭

が
4
人
）
か
ら
成
るBrotherhood 

（
兄
弟
会
）
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

3
月
11
日
、
カ
リ
ス
を
代
表
し
て
、

ス
ミ
ス
司
教
は
、『
ラ
ニ
エ
ロ
神
父
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
カ
リ
ス
マ
刷
新

に
与
え
ら
れ
た
贈
り
物
』
と
題
す
る

記
事
で
、
賛
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
ラ
ニ
エ
ロ
・
カ
ン
タ
ラ
メ
ッ
サ�

枢
機
卿
が
カ
リ
ス
の
顧
問
司
祭
の
任

務
か
ら
退
か
れ
ま
し
た
。
昨
年
10
月

末
に
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
総
会
で
、

辞
任
す
る
意
向
を
表
明
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
彼
は
長
年
に
わ
た
り
カ
ト

リ
ッ
ク
・
カ
リ
ス
マ
刷
新
に
お
い
て

確
固
た
る
存
在
で
し
た
。
私
た
ち
の

多
く
が
、
彼
の
知
恵
、
教
え
、
説
教
、

と
り
わ
け
祈
り
に
よ
っ
て
、
大
い
に

祝
福
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ラ
ニ
エ
ロ
神
父
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

・
カ
リ
ス
マ
刷
新
に
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
て
間
も
な
い
一
九
八
〇
年
、
聖

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
教
皇
に
よ
っ

て
教
皇
庁
の
説
教
師
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
通
常
５
年
間
の
任
期

で
し
た
が
、
今
日
ま
で
44
年
間
続
き
、

聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
、
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
十
六
世
、
そ
し
て
現
在
の
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
と
、
３
人
の
教
皇
に
仕

え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
何
十
年
も
の

間
、
私
た
ち
の
多
く
は
ラ
ニ
エ
ロ
師

が
教
皇
庁
内
で
行
う
待
降
節
と
四
旬

節
の
講
話
と
聖
金
曜
日
に
聖
ペ
ト
ロ

大
聖
堂
で
執
り
行
わ
れ
る
ミ
サ
の
説

教
を
楽
し
み
に
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
説
教
師
の
責
務
に
今
後
は
注
力
し
、

残
り
の
時
間
は
善
良
で
忠
実
な
一
修

道
士
と
し
て
カ
プ
チ
ン
・
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
会
の
修
道
院
内
で
過
ご
さ
れ
ま

す
。

　

ラ
ニ
エ
ロ
神
父
は
、
主
に
４
つ
の

分
野
で
信
仰
に
偉
大
な
貢
献
を
し
て

カ
リ
ス
の
顧
問
司
祭
は
カ
ン
タ
ラ
メ
ッ
サ
枢
機
卿
か
ら
ス
ミ
ス
司
教
へ

�
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く
だ
さ
い
ま
し
た
。（
１
）
教
皇
庁

の
説
教
者
と
し
て
。（
２
）
世
界
中

の
カ
ト
リ
ッ
ク
・
カ
リ
ス
マ
刷
新
の

教
師
、
指
導
者
と
し
て
の
偉
大
な
存

在
。（
３
）
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
内
と

カ
リ
ス
マ
刷
新
内
で
の
キ
リ
ス
ト
者

一
致
の
原
動
力
と
し
て
。（
４
）
私

た
ち
の
多
く
に
と
っ
て
霊
的
な
知
恵

と
導
き
の
す
ば
ら
し
い
源
と
し
て
。

こ
れ
ら
は
ど
れ
も
、
祈
り
、
謙
遜
、

簡
素
な
生
き
方
と
い
う
深
い
土
台
の

上
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
と
て
も
幸
運
な
こ
と
に
、
二

〇
一
九
年
一
月
に
シ
カ
ゴ
で
ラ
ニ
エ

ロ
神
父
が
米
国
の
司
教
団
の
た
め
に

行
っ
た
黙
想
会
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

が
彼
に
依
頼
さ
れ
た
の
で
す
。
参
加

し
た
司
教
の
ほ
ぼ
全
員
が
、
困
難
な

時
期
に
大
き
な
恵
み
と
霊
的
な
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
と
知
恵
を
与
え
て
く
れ
た

時
間
だ
っ
た
、
と
同
意
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
教
皇
様
と
ラ
ニ
エ
ロ
神
父
と

聖
霊
か
ら
の
す
ば
ら
し
い
贈
り
物
で

し
た
。

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
二
〇
二

〇
年
十
一
月
に
ラ
ニ
エ
ロ
神
父
を
枢

機
卿
に
任
命
す
る
こ
と
で
、
教
会
と

カ
リ
ス
マ
刷
新
と
キ
リ
ス
ト
者
一
致

へ
の
多
大
な
貢
献
を
た
た
え
ら
れ
ま

し
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
と
し
て

簡
素
な
生
き
方
に
徹
す
る
ラ
ニ
エ
ロ

神
父
は
、
い
つ
も
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

会
の
修
道
服
を
着
用
し
て
聖
ペ
ト
ロ

大
聖
堂
に
入
り
、
枢
機
卿
の
ビ
レ
ッ

タ
帽
と
指
輪
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

も
う
一
つ
、
簡
素
で
あ
ろ
う
と
す
る

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
と
し
て
、
ラ
ニ

エ
ロ
神
父
は
新
た
に
任
命
さ
れ
る
枢

機
卿
に
許
さ
れ
て
い
る
選
択
肢
、
司

教
叙
階
を
辞
退
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
カ
ン
タ
ラ
メ
ッ
サ

枢
機
卿
の
記
事
や
著
書
を
で
き
る
だ

け
多
く
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ら

は
多
く
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
は
い
つ
も
ラ
ニ
エ
ロ
師
の
著

書
を
余
分
に
持
っ
て
い
て
、
よ
り
深

い
霊
的
な
読
書
を
求
め
る
人
や
キ
リ

ス
ト
に
自
分
の
人
生
を
よ
り
開
こ
う

と
す
る
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
彼
の
講
話
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
い
く
つ
か
は
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
投
稿
さ
れ
て

い
る
動
画
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
は
視
聴
す
る
価
値
が
あ
り
ま

す
。

　

ラ
ニ
エ
ロ
師
の
待
降
節
と
四
旬
節

の
説
教
は
、
カ
リ
ス
の
公
式
サ
イ
ト

に
５
カ
国
語
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
サ
イ
ト
、w

w
w
.canta

lam
essa.org

で
は
、カ
ン
タ
ラ
メ
ッ

カンタラメッサ枢機卿をねぎらう教皇フランシスコ
（カリス公式サイト charis.international より）

2005 年関西大会でのカンタラメッサ師　・左は畠神父

カンタラメッサ枢機卿紋章 ピーター・レスリー・スミス司教
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サ
枢
機
卿
の
最
新
の
講
話
が
４
ヶ
国

語
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ン
タ
ラ
メ
ッ
サ
枢
機
卿
の
紋
章

は
彼
の
生
き
方
と
信
仰
を
反
映
し
て

い
ま
す
。
盾
に
は
聖
霊
が
鮮
明
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。
モ
ッ
ト
ー
は
、 

"V
eni Creator Spiritus"

（
ヴ
ェ

ニ
・
ク
レ
ア
ト
ー
ル
・
ス
ピ
リ
ト
ゥ

ス
、
造
り
主
の
霊
、
来
て
く
だ
さ
い

）
で
す
。
上
部
に
は
、
簡
素
な
十
字

架
の
前
で
ア
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
聖
痕
を
帯
び
た
腕
と
キ
リ
ス
ト

の
腕
が
交
差
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
皆
、
カ
ン
タ
ラ
メ
ッ
サ

枢
機
卿
と
一
緒
に
、
今
も
こ
れ
か
ら

も
毎
日
、『
造
り
主
の
霊
、
来
て
く

だ
さ
い
』
と
祈
る
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
う
に
。」

　

カ
リ
ス
で
は
、
キ
リ
ス
ト
の
死
と

復
活
の
二
千
周
年
を
祝
う
二
〇
三
三

年
に
向
け
て
、『
２
０
３
３
ア
ジ
ェ�

ン
ダ
』
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
昨
年

開
始
し
ま
し
た
。
詳
細
は
次
号
で
お

伝
え
し
ま
す
が
、
こ
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
動
画
で
、
当
時
88
歳
の
カ
ン
タ

ラ
メ
ッ
サ
枢
機
卿
は
、「
10
年
後
、

私
は
こ
こ
に
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
の
感
謝
と
喜
び
と
称
賛
が

キ
リ
ス
ト
に
届
く
よ
う
皆
さ
ん
の
手

に
委
ね
ま
す
」
と
い
つ
も
の
満
面
の

笑
顔
で
私
た
ち
を
招
い
て
お
ら
れ
ま

す
。
キ
リ
ス
ト
の
死
と
復
活
に
よ
っ

て
新
し
い
命
に
生
き
る
人
々
で
地
の

面
が
満
た
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
造
り

主
の
霊
、
来
て
く
だ
さ
い
！

　

カ
ン
タ
ラ
メ
ッ
サ
枢
機
卿
様
は
、

一
九
九
三
年
に
黙
想
指
導
者
と
し
て
、

二
〇
〇
五
年
に
関
西
大
会
講
師
と
し

て
、
二
度
来
日
さ
れ
、
出
会
っ
た
人

々
の
心
に
新
た
に
、
あ
る
い
は
再
び

聖
霊
を
燃
え
立
た
せ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
神
に
賛
美
と
感
謝
！　

現
在

日
本
語
訳
で
入
手
で
き
る
カ
ン
タ
ラ

メ
ッ
サ
枢
機
卿
の
著
作
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

『
ミ
サ
と
聖
体　

わ
た
し
た
ち
の
成

聖
』（
片
岡
仁
志
、
庄
司
薫
共
訳
、

マ
リ
オ
・
カ
ン
ド
ゥ
ッ
チ
監
訳
、
聖

母
の
騎
士
社
発
行
、
一
九
九
七
年
九

月
）。

『
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
生
活
―
ロ
ー

マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
の
霊
的
メ
ッ
セ

ー
ジ
』（
庄
司
薫
訳
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

発
行
、
二
〇
〇
四
年
八
月
）。

『
聖
霊
と
エ
ウ
カ
リ
ス
チ
ア　

ラ
ニ

エ
ロ
・
カ
ン
タ
ラ
メ
ッ
サ
講
話
』

（
澤
田
和
夫
訳
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
発
行
、

二
〇
〇
五
年
十
二
月
）。
二
〇
〇
五

年
五
月
八
日
か
ら
３
日
間
、
尼
崎
で

開
催
さ
れ
た
『
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
霊
に

よ
る
刷
新
関
西
大
会
』
で
の
カ
ン
タ

ラ
メ
ッ
サ
神
父
の
講
話
集
。

『
司
祭
職　

信
徒
に
と
っ
て
、
聖
職

者
に
と
っ
て
』（
小
西
広
志
訳
、
サ

ン
パ
ウ
ロ
発
行
、
二
〇
一
四
年
三
月

）。
『
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
思
い
起
こ

し
て
く
だ
さ
い––

現
代
の
信
仰
問

題
へ
の
応
答
と
し
て
』
小
平
正
寿
、

パ
ウ
ロ
・
ヤ
ノ
チ
ン
ス
キ
ー
、
金
子

知
香
子
、
高
木
利
彦
訳
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
発
行
、
二
〇
一
七
年
三
月
）。

『
エ
ロ
ー
ス
と
ア
ガ
ペ
ー　

―
愛
の

二
つ
の
側
面
―
』（
二
〇
一
一
年
四

旬
節
、
教
皇
庁
で
の
説
教
集
。
堀
江

幸
雄
、
高
木
利
彦
訳
、
日
本
カ
ト
リ

ッ
ク
聖
霊
に
よ
る
刷
新
全
国
委
員
会

監
修
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
霊
に
よ

る
刷
新
全
国
委
員
会
発
行
、
二
〇
一

三
年
八
月
）。
問
い
合
わ
せ
は
カ
リ

ス
プ
レ
ス
（charispress3@

gm
ail.

com

）
ま
で
。

　　去る１月２８日に行われた全国コムニオ奉仕会総会で承認の上、
　　能登半島地震被災者支援として、カリタスジャパンと名古屋教区
　　に、それぞれ２５万円を送金しました。急を要するため、今回は
　　皆様からの献金を募らず、当会の口座残高から充当しました。
　　被災地の皆様の上に、主の慈しみと平和が日々豊かにあります
　　ように、心をあわせてお祈りさせていただきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（コーディネーター　小熊晴代）
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◆
イ
ン
ド
の
聖
霊
刷
新
機
関
誌
「
カ

リ
ス
イ
ン
デ
ィ
ア
」
本
年
二
月
号
は
、

表
題
の
よ
う
な
特
集
を
企
画
し
、
若

手
の
副
編
集
長
が
明
快
な
論
説
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
の
聖
霊
に
よ

る
刷
新
の
関
係
者
に
も
良
き
示
唆
を

与
え
て
く
れ
る
記
事
と
思
わ
れ
ま
し

た
の
で
、
こ
こ
に
抄
訳
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。（
編
集
子
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

キ
リ
ス
ト
と
そ
の
教
会
と
に
根
を

下
ろ
し
続
け
る
よ
う
に
と
の
呼
び
か

け
は
、
私
た
ち
の
聖
性
と
弟
子
た
る

こ
と
に
お
け
る
成
長
に
と
っ
て
と
て

も
大
切
で
す
。
し
ば
し
ば
私
た
ち
は

物
事
を
た
ん
に
慣
行
か
ら
、
儀
式
や

習
慣
に
な
っ
た
ま
ま
に
行
な
い
が
ち

で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
自
ら
の

生
活
の
中
で
の
聖
霊
の
現
存
と
働
き

に
、
た
え
ず
意
識
し
気
づ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
の
賜
物
と
し

て
、
聖
霊
は
教
会
を
建
て
上
げ
、
活

か
し
、
聖
化
し
て
い
ま
す
（『
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
』
７
４

７
参
照
）。

　

そ
れ
ゆ
え
に
、
私
た
ち
に
は
、
私

た
ち
を
建
て
上
げ
、
活
か
し
、
聖
化

す
る
聖
霊
の
力
に
信
頼
し
、
こ
の
よ

う
な
確
信
の
う
ち
に
熱
心
に
成
長
す

る
と
い
う
切
迫
し
た
必
要
が
存
在
す

る
の
で
す
。

　

キ
リ
ス
ト
と
そ
の
教
会
へ
の
私
た

ち
の
根
付
き
が
堅
固
な
確
信
に
も
と

づ
い
て
い
る
場
合
に
は
、
私
た
ち
が

こ
の
よ
う
な
根
付
き
に
お
い
て
成
長

す
る
に
つ
れ
て
、
情
熱
・
熱
情
・
熱

意
・
熱
心
さ
・
熱
中
が
私
た
ち
の
歩

み
に
伴
う
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
、

私
た
ち
は
、
神
の
子
ど
も
で
あ
り
、

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
り
、
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
霊
に
満
た
さ
れ
導
か
れ
て
い

る
カ
リ
ス
マ
体
験
者
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
情
熱
的
で
熱
情
的
で
熱
心

で
あ
る
と
期
待
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
私
た
ち
の
祈

り
の
グ
ル
ー
プ
は
、
果
た
し
て
情
熱

的
で
熱
情
的
で
熱
心
な
人
た
ち
で
満

た
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
は
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
し
て
い

る
か
、
そ
れ
と
も
私
た
ち
は
、「
ボ

ー
ン
ア
ゲ
イ
ン
（
生
ま
れ
変
わ
り
）

体
験
者
の
赤
子
」
や
「
揺
り
か
ご
に

乗
っ
た
（
い
ま
だ
揺
籃
期
の
）
カ
ト

リ
ッ
ク
・
カ
リ
ス
マ
派
」
で
し
ょ
う

か
。
私
た
ち
は
も
は
や
、「
揺
籃
期

の
」
カ
ト
リ
ッ
ク
・
カ
リ
ス
マ
派
で

は
な
く
、「
回
心
し
、
良
心
的
な
、

決
意
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
・
カ
リ
ス
マ

派
」
で
あ
る
よ
う
に
呼
び
か
け
ら
れ

キ
リ
ス
ト
と
そ
の
教
会
と
に
根
を
下
ろ
し
続
け
る
こ
と

�

サ
ヴ
ィ
オ
・
マ
ス
カ
レ
ナ
ス
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て
い
る
の
で
す
。

　

揺
籃
期
の
カ
ト
リ
ッ
ク
・
カ
リ
ス

マ
派
は
、
乳
製
品
で
満
足
し
、
感
情

的
な
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

決
意
し
た
カ
リ
ス
マ
派
は
、
聖
性
と

根
付
き
に
お
け
る
真
実
の
成
長
を
促

進
す
る
霊
的
な
食
べ
物
を
求
め
ま
す
。

「
乳
を
飲
ん
で
い
る
者
は
だ
れ
で
も
、

幼
子
で
す
か
ら
、
義
の
言
葉
を
理
解

で
き
ま
せ
ん
。
固
い
食
物
は
、
善
悪

を
見
分
け
る
感
覚
を
経
験
に
よ
っ
て

訓
練
さ
れ
た
、
一
人
前
の
大
人
の
た

め
の
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
私
た
ち

は
、
キ
リ
ス
ト
の
教
え
の
初
歩
を
離

れ
て
、
成
熟
を
目
指
し
て
進
み
ま
し

ょ
う
。」（
ヘ
ブ
ラ
イ
人
へ
の
手
紙
５

・
13

－

14
、
６
・
１
）。

　

聖
パ
ウ
ロ
は
、
エ
フ
ェ
ソ
の
信
徒

た
ち
へ
の
手
紙
の
中
で
、
私
た
ち
に
、

成
熟
し
た
人
間
に
な
り
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
満
ち
あ
ふ
れ
る
豊
か
さ

に
ま
で
成
長
す
る
よ
う
に
励
ま
し
て

い
ま
す
（
エ
フ
ェ
ソ
４
・
12

－

13
参

照
）。
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
な
成
熟
に

ま
で
成
長
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち

は
「
キ
リ
ス
ト
に
根
を
下
ろ
し
、
そ

の
教
会
に
根
を
下
ろ
す
」
必
要
が
あ

り
ま
す
。

Ⅰ
．
キ
リ
ス
ト
に
根
を
下
ろ
す
と
は
、

●
黙
示
録
１
・
８
「
神
で
あ
る
主
、

今
お
ら
れ
、
か
つ
て
お
ら
れ
、
や
が

て
来
ら
れ
る
方
、
全
能
者
が
こ
う
言

わ
れ
る
。『
わ
た
し
は
ア
ル
フ
ァ
で

あ
り
、
オ
メ
ガ
で
あ
る
』
と
。」

●
ヨ
ハ
ネ
６
・
68
「
主
よ
、
わ
た
し

た
ち
は
だ
れ
の
と
こ
ろ
に
行
き
ま
し

ょ
う
か
。
あ
な
た
は
永
遠
の
命
の
言

葉
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。」

●
コ
ロ
サ
イ
２
・
６

－
７
「
あ
な
た

が
た
は
、
主
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
を

受
け
入
れ
た
の
で
す
か
ら
、
キ
リ
ス

ト
に
結
ば
れ
て
歩
み
な
さ
い
。
キ
リ

ス
ト
に
根
を
下
ろ
し
て
造
り
上
げ
ら

れ
、
教
え
ら
れ
た
と
お
り
の
信
仰
を

し
っ
か
り
と
守
り
な
さ
い
。」

●
マ
タ
イ
13
・
１

－

９
は
、
実
を
結

ぶ
た
め
に
根
を
下
ろ
す
必
要
を
強
調

し
て
い
ま
す
。

●
根
の
あ
る
証
し
は
そ
の
実
に
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
実
り
は
一
つ
の
季
節

だ
け
で
な
く
、
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る

の
で
す
。

●
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
主
の
う
ち
に

深
く
根
を
下
ろ
し
、
信
仰
の
う
ち
に

し
っ
か
り
と
留
ま
り
、
主
と
の
交
わ

り
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
ど

ん
な
に
大
切
か
分
か
り
ま
す
。

●
ル
カ
13
・
６

－
９
「
実
の
な
ら
な

い
い
ち
じ
く
の
木
の
た
と
え
」
―
こ

の
た
と
え
は
、
私
た
ち
に
、
自
分
た

ち
の
生
活
と
私
た
ち
の
主
と
の
根
付

き
を
吟
味
す
る
よ
う
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
イ
エ
ス
が
実
を
探
し
に
来
ら

れ
る
と
き
に
、
私
た
ち
の
生
活
の
う

ち
に
何
を
見
つ
け
る
か
と
自
問
す
べ

き
な
の
で
す
。
イ
エ
ス
の
う
ち
に
留

ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
全
な
成
長
を

遂
げ
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
、
彼
の

う
ち
に
根
を
下
ろ
し
て
い
な
い
た
め

に
、
私
の
霊
的
生
命
は
し
お
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
葉
の
多
い

外
観
を
呈
し
て
お
り
、
見
た
目
に
は

良
く
て
も
、
実
を
結
ば
な
い
き
ざ
な

群
葉
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

Ⅱ
．
教
会
に
根
を
下
ろ
す
と
は
、

●
教
会
は
一
つ
の
秘
跡
―
救
い
の
普

遍
的
な
秘
跡
で
す
。

●
教
会
は
、
七
つ
の
秘
跡
が
私
た
ち

を
聖
化
す
る
の
と
同
様
に
、
私
た
ち

を
聖
化
し
ま
す
。
も
ろ
も
ろ
の
秘
跡

の
目
的
は
、
私
た
ち
に
救
い
を
確
信

さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

●
教
会
は
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
で
す
。

私
た
ち
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
か

ら
だ
の
部
分
と
な
る
よ
う
に
、
教
会

の
う
ち
に
根
を
下
ろ
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

●
聖
キ
ュ
プ
リ
ア
ヌ
ス
（
二
五
八
年

に
殉
教
し
た
カ
ル
タ
ゴ
の
司
教
）
は
、

そ
の
最
も
重
要
な
著
作
「
教
会
一
致

論
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ま

し
た
。
教
会
以
外
の
と
こ
ろ
で
集
ま

る
者
は
、
キ
リ
ス
ト
の
教
会
を
ま
き

散
ら
す
者
で
あ
る
。
ま
た
、
信
仰
者

に
と
っ
て
は
一
つ
の
教
会
以
外
に
家

は
な
い
と
。

●
最
初
の
教
皇
と
し
て
の
ペ
ト
ロ
に

基
づ
く
、
使
徒
的
で
普
遍
的
な
キ
リ

ス
ト
の
教
会
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
に
根
を
下
ろ
し
続
け
る
こ
と
。
聖

リ
ヌ
ス
が
第
二
代
、
聖
ア
ナ
ク
レ
ト

ゥ
ス
が
第
三
代
、
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ

ウ
ロ
二
世
が
二
六
四
代
、
教
皇
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
十
六
世
が
二
六
五
代
、
教

皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
二
六
六
代
で
す
。

私
た
ち
は
歴
史
的
に
、
最
初
の
教
皇

（
ペ
ト
ロ
）
か
ら
二
六
六
代
（
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
）
ま
で
す
べ
て
の
名
前
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

●
私
た
ち
は
、
使
徒
た
ち
が
、
聖
伝

と
聖
書
の
中
に
含
ま
れ
る
「
ゆ
だ
ね



– 7 –

ら
れ
た
信
仰
の
遺
産
」D

epositum
 Fidei

を
託
し
た
こ
の
教
会
か
ら
知

恵
と
真
理
を
引
き
出
し
ま
す
（『
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
』
８

４
）。

●
ユ
ダ
の
手
紙
３
節
に
は
「
あ
な
た

が
た
に
手
紙
を
書
い
た
の
は
、
聖
な

る
者
た
ち
に
一
度
伝
え
ら
れ
た
信
仰

の
た
め
に
戦
う
こ
と
を
、
勧
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

」
と
あ
り
ま
す
。

●
「
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
信
仰
の
遺
産
を

守
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
主
が
ご
自
分

の
教
会
に
与
え
ら
れ
、
ま
た
教
会
が

い
つ
の
時
代
に
も
果
た
し
て
い
る
使

命
で
す
。」
こ
の
言
葉
を
も
っ
て
、

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
は
、『

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
』

の
序
文
と
な
る
「
使
徒
憲
章
・
ゆ
だ

ね
ら
れ
た
信
仰
の
遺
産
」
を
始
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
続
け
て
、

こ
の
新
し
い
カ
テ
キ
ズ
ム
の
目
的
は
、

何
よ
り
も
ま
ず
、
信
仰
の
遺
産
を
守

る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

●
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
信
仰
の
遺
産
と
は

何
か
。

　

信
仰
の
遺
産
と
は
、
神
の
啓
示
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
ご
自
身
に
つ
い

て
の
神
の
啓
示
は
、
三
つ
の
源
泉
を

通
じ
て
私
た
ち
に
到
来
し
ま
す
。

１
．
聖
な
る
経
典	

―
旧
約
聖
書
と
新
約
聖
書

２
．
聖
伝	

―
使
徒
た
ち
の
教
え
に
よ
っ
て
口
頭

で
伝
え
ら
れ
、
教
父
た
ち
の
著
作
に

お
い
て
保
存
さ
れ
た
伝
承

３
．
教
導
権	

―
教
会
の
生
け
る
教
導
権
は
、
ペ
ト

ロ
の
後
継
者
で
あ
り
使
徒
た
ち
の
頭

で
あ
る
教
皇
に
よ
り
、
使
徒
た
ち
の

後
継
者
で
あ
る
司
教
た
ち
と
の
一
致

の
う
ち
に
発
揮
さ
れ
ま
す
。

　
「
あ
な
た
が
た
は
、
主
キ
リ
ス
ト
・

イ
エ
ス
を
受
け
入
れ
た
の
で
す
か
ら
、

キ
リ
ス
ト
に
結
ば
れ
て
歩
き
な
さ
い
。

キ
リ
ス
ト
に
根
を
下
ろ
し
て
造
り
上

げ
ら
れ
、
教
え
ら
れ
た
と
お
り
の
信

仰
を
し
っ
か
り
守
っ
て
、
歩
き
続
け

な
さ
い
。」（
コ
ロ
サ
イ
２
・
６

－�

７
）。

　

キ
リ
ス
ト
と
そ
の
教
会
に
根
を
下

ろ
し
て
、
歩
み
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

本
誌
前
号
の
記
事
に
あ
り
ま
し
た

よ
う
に
、
日
本
各
地
で
の
黙
想
会
の

あ
と
エ
ル
サ
ル
バ
ト
ル
に
戻
ら
れ
た

神
父
様
は
、
今
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の

か
た
ち
で
の
黙
想
会
を
、
第
一
朗
読

（
ヤ
コ
ブ
1
・
１

－
11
）
と
福
音
朗

読
（
マ
ル
コ
８
・
11
―
13
）
に
基
づ

き
、「
い
さ
さ
か
も
疑
わ
ず
信
仰
を

持
っ
て
願
い
な
さ
い
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ

に
参
加
さ
れ
た
お
一
人
の
方
の
記
録

に
よ
っ
て
、
そ
の
一
端
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
今
回
は
、
講
話
形
式
よ
り
も
、

た
び
た
び
の
賛
美
や
共
同
祈
願
・
聖

体
顕
示
な
ど
の
時
間
を
取
り
込
み
な

が
ら
、
終
始
参
加
者
に
語
り
か
け
る

か
た
ち
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
以
下

は
、
そ
の
流
動
的
な
ス
ピ
ー
チ
を
書

き
留
め
た
覚
書
の
断
片
で
あ
る
こ
と

を
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。

◆
日
本
と
こ
こ
エ
ル
サ
ル
バ
ト
ル
で

は
大
変
な
距
離
が
あ
り
ま
す
が
、
私

は
今
、
神
様
の
う
ち
に
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
そ
こ
で
は
時
間
も
空
間
も
距

離
も
あ
り
ま
せ
ん
。
神
様
は
愛
の
方

だ
か
ら
一
致
を
求
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

愛
に
は
、
磁
石
の
よ
う
に
引
き
付
け

る
力
が
あ
り
ま
す
。
イ
エ
ス
様
の
愛

の
力
は
、
も
の
す
ご
く
大
き
な
力
で

す
ね
。
も
し
イ
エ
ス
様
の
愛
が
心
の

中
に
あ
れ
ば
、
聖
霊
の
喜
び
と
平
安

が
私
た
ち
と
一
体
で
す
。
イ
エ
ス
様

は
私
た
ち
の
中
に
い
ま
す
。
今
い
る

だ
け
で
な
く
、
死
を
通
し
て
私
た
ち

は
イ
エ
ス
様
と
一
緒
に
な
れ
ま
す
。

三
位
一
体
の
中
で
一
緒
に
暮
ら
す
の

で
す
。
そ
れ
が
秘
跡
の
大
き
な
目
標

で
す
。「
わ
た
し
は
あ
な
た
と
共
に

今
一
致
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
の
中

に
つ
な
が
り
な
さ
い
。
わ
た
し
は
ぶ

ど
う
の
木
、
あ
な
た
が
た
は
そ
の
枝

だ
か
ら
、
わ
た
し
な
し
で
、
あ
な
た

は
生
き
て
は
い
け
な
い
。」
カ
ト
リ

ッ
ク
者
に
祈
り
が
な
く
信
仰
が
な
か

っ
た
ら
、
生
き
て
い
く
こ
と
も
な
い
。

ご
聖
体
が
な
か
っ
た
ら
、
本
当
に
人

石
川
直
樹
神
父
様
に
よ
る

　
　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
黙
想
会
（
二
月
十
二
日
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。
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生
は
つ
ま
ら
な
い
、
悲
し
い
も
の
。

希
望
も
喜
び
も
平
和
も
な
い
。
け
れ

ど
イ
エ
ス
様
が
、
こ
の
私
の
中
に
来

て
く
だ
さ
る
。
毎
日
、
日
曜
日
ご
と

に
、
み
言
葉
を
通
し
、
秘
跡
を
通
し
、

祈
り
を
通
し
、
ロ
ザ
リ
オ
を
通
し
て

私
た
ち
と
一
緒
に
い
て
く
だ
さ
る
。

イ
エ
ス
様
の
言
葉
は
本
当
で
す
ね
。

「
わ
た
し
は
あ
な
た
が
た
と
一
緒
に

い
る
。
永
遠
に
至
る
ま
で
。
わ
た
し

は
永
遠
の
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
で
あ
る
」

と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

◆
今
日
の
テ
ー
マ
は
、
ヤ
コ
ブ
の

手
紙
に
あ
る
と
お
り
、「
い
さ
さ
か

も
疑
わ
ず
、
信
仰
を
も
っ
て
願
い
な

さ
い
」
で
す
。
ま
ぎ
れ
も
な
い
本
当

の
信
仰
は
、
山
や
岩
の
よ
う
に
動
く

こ
と
の
な
い
マ
リ
ア
様
の
信
仰
で
す
。

そ
れ
を
イ
エ
ス
様
は
私
た
ち
に
求
め

て
お
ら
れ
ま
す
。
風
雨
の
中
で
も
揺

れ
動
か
な
い
本
当
の
信
仰
で
す
ね
。

信
仰
を
強
め
る
に
は
、
試
練
が
必
要

で
す
。
イ
エ
ス
様
の
生
涯
、
マ
リ
ア

様
の
生
涯
を
見
て
く
だ
さ
い
。
た
く

さ
ん
の
問
題
や
困
難
が
あ
り
、
難
し

い
こ
と
だ
ら
け
の
人
生
で
す
ね
。
イ

エ
ス
様
も
そ
れ
ら
を
通
し
て
信
仰
を

深
め
成
長
さ
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
信

仰
は
、
神
様
が
送
っ
て
く
だ
さ
る
試

練
や
、
聖
霊
か
ら
の
誘
惑
を
通
し
て

こ
そ
、
わ
た
し
た
ち
の
信
仰
も
、
神

様
か
ら
認
め
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
信
仰
に
つ
い
て
今
日
は
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
ま
ず
は
聖
書
―
信
仰
の
本
・
神
様

の
こ
と
ば
―
こ
れ
が
心
か
ら
、
頭
か

ら
体
か
ら
、
す
べ
て
を
通
し
て
入
っ

て
く
れ
ば
、
つ
ま
り
イ
エ
ス
様
と
の

一
致
が
あ
れ
ば
、
あ
な
た
の
信
仰
は

ま
す
ま
す
深
く
な
っ
て
き
ま
す
。
神

様
の
み
言
葉
は
、
聖
霊
で
書
か
れ
た

こ
と
ば
、
神
様
の
命
で
す
ね
。
人
間

の
命
で
な
く
神
様
の
命
が
心
の
中
に

豊
か
に
入
る
と
、
神
様
を
吸
い
取
る

力
、
聖
霊
様
の
力
を
も
ら
う
わ
け
で
、

そ
れ
が
私
た
ち
の
信
仰
を
強
め
て
く

れ
る
し
、
私
た
ち
の
愛
も
膨
ら
み
、

喜
ん
で
生
活
で
き
る
わ
け
で
す
。
普

通
の
人
で
は
難
し
く
不
可
能
な
こ
と

で
す
が
、
ヤ
コ
ブ
は
言
っ
て
い
ま
す
。

「
い
ろ
い
ろ
な
試
練
に
出
会
う
と
き
、

こ
の
上
な
い
喜
び
だ
と
思
い
な
さ
い
。

」
病
気
・
挫
折
・
失
敗
・
疲
れ
な
ど
、

様
々
な
試
練
に
出
会
う
と
き
、
イ
エ

ス
様
か
ら
来
る
宝
物
と
し
て
「
こ
の

上
な
い
喜
び
と
思
い
な
さ
い
」
と
言

う
の
で
す
。
こ
れ
を
喜
ぶ
こ
と
が
出

来
た
ら
聖
人
で
す
ね
。
し
か
し
、
聖

人
た
ち
も
、
生
ま
れ
た
時
は
、
い
ろ

い
ろ
な
歪
み
を
心
に
持
っ
た
弱
い
人

間
で
す
が
、
試
練
を
通
し
て
神
様
の

言
葉
と
受
肉
し
、
神
様
の
中
に
、
信

仰
の
中
に
生
き
て
い
る
の
で
、
私
た

ち
は
そ
れ
に
助
け
ら
れ
る
わ
け
で
す

ね
。
試
練
が
来
た
と
き
に
は
、
試
練

の
方
に
目
を
向
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◆
「
信
仰
を
も
っ
て
願
い
な
さ
い
」

に
お
け
る
「
願
い
」
と
は
「
祈
り
」

で
す
。
こ
れ
は
あ
な
た
の
信
仰
生
活

の
全
て
を
支
え
る
土
台
で
す
。
そ
れ

が
あ
っ
て
こ
そ
、
聖
霊
様
が
や
っ
て

来
ら
れ
る
。
信
仰
に
は
、
天
の
門
を

開
け
て
聖
霊
を
引
っ
ぱ
っ
て
く
る
そ

の
よ
う
な
力
が
あ
る
の
で
す
。
だ
か

ら
、
こ
の
祈
り
の
力
は
、
神
様
ご
自

身
の
力
で
す
。
お
祈
り
す
る
あ
な
た

に
は
、
神
様
が
で
き
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
本
当
に
私
の
、
あ
な
た
の
信

仰
を
、
私
の
祈
り
の
生
活
を
も
う
一

度
確
か
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

毎
日
の
お
祈
り
を
通
し
て
、
あ
な
た

の
信
仰
は
ま
す
ま
す
深
ま
る
の
で
す
。

祈
り
が
一
日
で
も
な
い
時
、
あ
な
た

の
信
仰
は
弱
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

信
仰
を
嫌
悪
し
、
あ
な
た
の
祈
り
の

生
活
が
大
嫌
い
な
悪
魔
に
対
抗
し
て
、

祈
り
に
お
い
て
、
霊
的
に
内
的
に
強

く
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
神
様
の
子
ど

も
と
し
て
毎
日
祈
り
続
け
る
と
き
、

あ
な
た
の
信
仰
は
、
聖
霊
の
力
に
よ

っ
て
強
め
ら
れ
る
の
で
す
。

◆
も
う
一
つ
大
切
な
の
は
、
イ
エ
ス

様
の
御
血
で
す
ね
。
そ
れ
は
色
の
つ

い
た
液
体
で
は
な
く
、
イ
エ
ス
様
自

身
の
生
涯
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
ど

れ
ほ
ど
カ
ル
ワ
リ
オ
で
流
さ
れ
た
血

が
、
あ
な
た
の
罪
の
赦
し
の
た
め
、

あ
な
た
へ
の
愛
の
た
め
に
流
さ
れ
た

こ
と
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
あ
な
た
の

罪
は
、
も
う
神
様
の
命
の
本
に
は
、

あ
な
た
の
罪
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

あ
な
た
が
深
く
心
か
ら
、
神
様
に
赦

し
を
求
め
る
と
き
、
イ
エ
ス
様
は
そ

の
尊
い
御
血
に
よ
っ
て
過
去
の
罪
・

現
在
の
罪
を
消
し
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
が
は
っ
き
り
で
き
る
の

は
、
赦
し
の
秘
跡
で
あ
り
、
ご
聖
体

の
力
で
す
ね
。

【
共
同
祈
願
と
聖
体
顕
示
の
中
で
】

　

い
ま
イ
エ
ス
様
に
感
謝
と
賛
美
を

捧
げ
ま
す
。
心
の
奥
か
ら
あ
な
た
に
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感
謝
を
捧
げ
ま
す
が
、
十
分
な
感
謝

の
言
葉
を
見
付
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
私
た
ち
の
心
は
、
あ
な
た
の

愛
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
な
た
の
現

存
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
エ
ス
様
、
聖
霊
様
、
言
葉
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
に
賛
美
の
言

葉
、
感
謝
の
言
葉
、
肉
の
言
葉
で
な

く
て
聖
な
る
言
葉
、
聖
霊
様
、
助
け

て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
を
。
私
の
霊

か
ら
あ
な
た
の
霊
に
叫
び
た
い
の
で

す
。
感
謝
し
ま
す
。

　

神
様
に
賛
美
と
感
謝
を
捧
げ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
あ
な
た
の
前
に

い
ま
す
。
い
つ
か
私
た
ち
は
死
の
瞬

間
に
、
私
た
ち
は
こ
の
世
に
い
ま
せ

ん
。
身
体
は
こ
こ
に
あ
っ
て
も
、
私

の
霊
、
心
は
体
の
中
に
い
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
前
に
い
ま
す
。
正
面
か
ら
、

あ
な
た
の
聖
な
る
言
葉
を
聞
く
た
め

で
す
。
永
遠
の
命
を
私
た
ち
に
与
え

て
下
さ
い
。
永
遠
の
命
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
感
謝
の
祭
儀
を
行
う
度
に
、

私
た
ち
は
永
遠
の
命
に
あ
ず
か
っ
て

い
ま
す
。

　

賛
美
と
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。
皆
さ

ん
、
一
緒
に
祈
り
ま
し
ょ
う
。
聖
霊

様
、
来
て
く
だ
さ
い
。
天
の
お
父
様
、

聖
霊
を
日
本
の
信
者
様
た
ち
に
送
っ

て
下
さ
い
。
あ
な
た
の
民
で
す
。
教

会
の
民
で
す
。
イ
エ
ス
様
を
通
し
て

贖
っ
て
下
さ
っ
た
民
で
す
。
こ
の
黙

想
会
を
通
し
て
、
聖
霊
を
送
っ
て
下

さ
い
。
聖
霊
様
、
来
て
油
を
注
い
で

く
だ
さ
い
。
イ
エ
ス
様
の
御
名
に
よ

っ
て
、
聖
霊
様
、
来
て
下
さ
い
。

◆
十
字
架
に
よ
っ
て
聖
な
る
全
て
を
、

私
た
ち
の
た
め
に
投
げ
打
っ
て
く
だ

さ
っ
た
イ
エ
ス
様
に
感
謝
し
ま
す
。

そ
し
て
聖
霊
の
力
に
よ
っ
て
復
活
し
て
、

今
も
生
き
て
お
ら
れ
、ご
聖
体
の
中
に
、

み
言
葉
の
中
に
、
一
人
一
人
の
中
に
、

い
つ
も
臨
在
し
て
お
ら
れ
る
三
位
一

体
の
神
様
に
感
謝
し
ま
す
。
今
は
、

イ
エ
ス
様
の
時
間
で
す
。
皆
さ
ん
、

神
様
の
神
聖
な
時
間
で
す
。
あ
な
た

と
イ
エ
ス
様
の
間
の
こ
の
霊
的
な
関

係
に
お
い
て
は
、
神
様
と
日
本
と
エ

ル
サ
ル
バ
ト
ル
に
距
離
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
、
こ
こ
に
お
ら
れ
る
イ
エ
ス

様
は
、
あ
な
た
の
い
る
場
所
に
、
あ

な
た
の
中
に
お
れ
ら
れ
ま
す
。
あ
な

た
は
聖
霊
の
館
で
す
。
天
の
国
の
中

に
、
あ
な
た
は
い
ま
す
。

　

今
、
そ
の
信
仰
を
あ
ら
た
め
て
下

さ
い
。
聖
霊
様
は
言
っ
て
い
ま
す
。

「
わ
た
し
は
全
て
の
場
所
で
生
き
て

い
る
。
神
で
あ
る
わ
た
し
は
、
あ
な

た
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
あ

な
た
の
過
去
も
、
生
い
立
ち
も
、
青

年
時
代
も
。
全
て
を
よ
く
知
っ
て
い

る
。
わ
た
し
は
あ
な
た
と
一
緒
に
歩

き
、
昼
も
夜
も
ず
っ
と
あ
な
た
の
中

に
い
る
。
あ
な
た
は
分
か
ら
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
あ
な
た
の
中
に
い

ま
す
。
悪
の
誘
惑
か
ら
何
度
あ
な
た

を
助
け
た
こ
と
か
。
あ
な
た
が
悪
に

誘
惑
さ
れ
て
い
る
時
、
わ
た
し
が
あ

な
た
を
救
っ
た
の
で
す
。」

◆
ア
バ
父
よ
、
聖
霊
様
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
聖
霊
よ
、
来
た
り
た
ま
え
。

し
っ
か
り
と
油
を
塗
っ
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
は
聖
霊
に
油
を
注
が
れ
た
人

で
す
。
も
う
一
人
の
キ
リ
ス
ト
で
す
。

あ
な
た
は
神
様
の
も
の
で
す
。
あ
な

た
の
命
も
死
も
イ
エ
ス
様
の
も
の
で

す
。
全
て
を
与
え
て
く
だ
さ
い
。

　

今
、
私
が
こ
こ
で
イ
エ
ス
様
に
来

て
い
た
だ
く
こ
と
を
体
験
し
て
い
る

よ
う
に
、
皆
さ
ん
も
日
本
の
い
ろ
い

ろ
な
場
所
で
、
今
、
皆
さ
ん
も
そ
れ

ぞ
れ
体
験
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
が
イ
エ
ス
様
の
聖
霊
の
力
で
す
。

聖
霊
の
力
で
私
は
生
き
て
い
ま
す
。

聖
霊
の
力
が
私
た
ち
の
中
に
あ
り
ま

す
。
祈
り
を
通
し
て
祈
り
に
よ
っ
て

扉
が
開
き
ま
す
。
天
の
扉
で
す
。
天

の
全
て
の
も
の
が
私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
入
っ
て
来
る
。
そ
れ
が
祈
り
の
偉

大
な
力
で
す
。
祈
り
を
深
く
愛
し
、

祈
り
を
続
け
る
者
に
は
何
も
不
可
能

な
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
イ
エ
ス

様
が
、
全
知
全
能
の
神
が
中
に
生
き

て
い
る
か
ら
。
グ
ラ
―
シ
ア
ス
・
感

謝
し
ま
す
、
イ
エ
ス
様
。
手
を
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
に
挨
拶
し
て

お
ら
れ
る
イ
エ
ス
様
に
向
か
い
、
信

仰
を
持
っ
て
手
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

◆
イ
エ
ス
様
、
今
、
手
を
差
し
伸
べ

て
く
だ
さ
い
。
イ
エ
ス
様
が
今
、
手

を
差
し
伸
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の

手
は
日
本
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
い
て
も
イ
エ
ス
様

は
力
強
い
。
神
の
力
は
権
威
で
あ
り

権
力
で
す
。
イ
エ
ス
様
、
あ
な
た
は

誰
が
今
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る

か
、
よ
く
ご
存
知
で
す
。
私
に
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
あ
な
た
は
知
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
あ
な
た
の
愛
さ

れ
る
子
ど
も
、
贖
な
わ
れ
た
民
で
す
。

◆
イ
エ
ス
様
も
う
一
度
手
を
伸
ば
し

て
く
だ
さ
い
。
一
人
一
人
の
信
者
た
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ち
の
上
に
手
を
置
い
て
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
病
気
が
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
家
族
の
問
題
、
夫
婦
間
の

問
題
、
教
会
の
問
題
、
い
ろ
ん
な
問

題
が
あ
り
ま
す
。
日
本
に
あ
っ
て
も
。

イ
エ
ス
様
の
霊
が
働
い
て
い
ま
す
。

悪
霊
が
働
き
、
忍
び
寄
っ
て
い
ま
す
。

教
会
の
中
で
も
。
イ
エ
ス
様
、
あ
な

た
の
御
名
に
よ
っ
て
悪
に
攻
撃
し
ま

す
。
全
て
の
悪
霊
、
あ
な
た
の
心
の

中
に
今
襲
い
か
か
っ
て
い
る
悪
霊
、

影
響
を
与
え
て
い
る
霊
、
家
族
の
霊
、

子
ど
も
た
ち
を
襲
っ
て
い
る
霊
、
イ

エ
ス
様
に
よ
っ
て
、
お
前
に
言
う
。

全
て
の
病
気
、
頭
の
病
気
、
心
の
病

気
、
い
ろ
い
ろ
な
癌
が
日
本
に
も
あ

り
ま
す
。
イ
エ
ス
様
、
あ
な
た
の
御

名
に
よ
っ
て
私
は
、
全
て
の
日
本
の

悪
霊
に
対
し
て
権
威
を
も
っ
て
い
ま

す
。
お
前
は
イ
エ
ス
様
の
御
名
に
従

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
エ
ス
様

の
御
名
に
よ
っ
て
私
は
言
う
。
五
を

数
え
る
う
ち
に
お
前
は
出
て
行
け
。

五
を
数
え
る
う
ち
に
お
前
は
、
家
族

の
霊
か
ら
、
イ
エ
ス
様
の
御
名
に
よ

っ
て
お
前
は
出
て
行
く
。
お
前
は
地

獄
に
入
れ
。
よ
く
聞
け
、
サ
タ
ン
。

自
殺
の
霊
よ
。
堕
胎
の
霊
よ
。
傲
慢

の
霊
よ
。
悪
霊
よ
、
私
が
五
を
数
え

る
う
ち
に
出
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
私
は
、
お
前
に
対
す
る
権
威

を
持
っ
て
い
る
の
だ
。
一
、二
、三
、

四
、五
。
体
に
ひ
そ
ん
で
い
る
悪
霊

よ
。
お
前
に
言
う
、
病
気
の
霊
よ
、

出
て
行
け
。
全
て
の
悪
霊
、
先
祖
か

ら
来
る
悪
霊
よ
、
イ
エ
ス
様
の
み
名

に
よ
っ
て
お
前
に
命
ず
る
。
体
か
ら

出
て
い
け
。
頭
か
ら
出
て
い
け
。
尊

い
イ
エ
ス
様
の
力
に
よ
っ
て
お
前
に

命
ず
る
。
決
し
て
基
に
戻
る
な
。
聖

霊
様
が
私
の
館
の
中
に
お
ら
れ
、
神

様
が
働
い
て
お
ら
れ
る
の
だ
。

◆
手
を
挙
げ
て
感
謝
し
て
く
だ
さ
い
、

イ
エ
ス
様
に
。
賛
美
と
感
謝
を
捧
げ

ま
す
。
聖
母
マ
リ
ア
様
、
聖
ベ
ル
ナ

デ
ッ
タ
、
病
気
の
た
め
に
取
り
次
い

で
く
だ
さ
い
。
聖
霊
の
火
を
投
じ
て

く
だ
さ
い
。
聖
霊
様
の
愛
の
火
を
、

燃
え
て
い
る
火
を
。
あ
な
た
の
油
の

注
ぎ
の
力
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
罪

を
打
ち
破
っ
て
く
だ
さ
い
。
主
よ
。

賛
美
の
歌
声
の
中
に
あ
っ
て
、
感
謝

し
ま
す
。
心
の
中
に
聖
霊
様
が
働
い

て
い
る
の
で
、
ず
っ
と
祈
り
を
し
て

い
ま
す
。
あ
な
た
の
た
め
に
。
イ
エ

ス
様
、
日
本
を
覆
っ
て
く
だ
さ
い
。

聖
霊
様
、
日
本
を
覆
っ
て
く
だ
さ
い
。

悪
を
打
ち
破
っ
て
く
だ
さ
い
。
日
本

を
襲
う
悪
の
霊
。
日
本
を
領
土
と
し

て
支
配
す
る
悪
霊
を
。
イ
エ
ス
様
の

み
名
に
よ
っ
て
。
大
天
使
ミ
カ
エ
ル

様
の
力
に
よ
っ
て
。
大
天
使
ラ
フ
ァ

エ
ル
、
日
本
で
血
を
流
し
て
イ
エ
ス

様
の
愛
を
証
し
し
た
聖
人
た
ち
、
殉

教
者
た
ち
、
感
謝
し
ま
す
。
ど
う
か

祈
っ
て
く
だ
さ
い
。
日
本
の
た
め
に
。

日
本
の
司
教
や
司
祭
た
ち
の
た
め
に
、

修
道
者
た
ち
や
シ
ス
タ
ー
方
の
た
め
に

祈
っ
て
く
だ
さ
い
。
悪
を
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
。
信
仰
の
力
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
の
教
会
を
清
め
て
く
だ
さ
い
。
新

し
い
息
吹
を
与
え
て
く
だ
さ
い
。
古
い

も
の
は
壊
れ
、
新
し
い
も
の
が
今
、

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

◆
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
引
き
続
き
お

祈
り
し
ま
す
。
祈
り
は
絶
え
ま
せ
ん
。

神
様
の
霊
が
働
い
て
い
る
時
は
、
祈

り
に
終
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ

も
始
ま
り
、
終
わ
り
の
な
い
祈
り
で

す
。
聖
霊
様
の
働
い
て
い
る
祈
り
で

す
。
あ
あ
、
日
本
を
救
っ
て
く
だ
さ

い
。
日
本
は
素
晴
ら
し
い
民
で
す
。

ど
う
か
門
を
開
け
て
く
だ
さ
い
。
悪

霊
が
閉
じ
て
い
る
門
を
打
ち
破
っ
て

く
だ
さ
い
。
聖
霊
様
、
素
晴
ら
し
い

民
の
心
の
中
に
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

素
晴
ら
し
い
聖
人
も
い
ま
す
。
福
者

た
ち
も
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
殉
教

者
た
ち
も
今
、
祈
っ
て
く
だ
さ
る
。

日
本
の
教
会
は
屈
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
イ
エ
ス
様
が
祈
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
聖
霊
様
が
、
新
し

い
息
吹
を
今
、
吹
き
込
ん
で
く
だ
さ

っ
て
い
ま
す
。
全
て
の
教
会
に
新
し

い
リ
バ
イ
バ
ル
、
再
生
が
必
要
で
す
。

霊
性
か
ら
来
る
再
生
で
す
。
生
ま
れ

変
わ
り
、
よ
み
が
え
る
の
で
す
。
私

た
ち
も
大
き
な
責
任
を
持
っ
て
い
ま

す
。
神
様
の
望
み
が
成
就
し
ま
す
よ

う
に
。
私
た
ち
の
力
を
通
し
て
、
祈

る
力
を
通
し
て
、
イ
エ
ス
様
が
発
揮

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

◆
今
日
は
こ
れ
で
、
聖
体
顕
示
を
終

わ
り
に
し
ま
し
ょ
う
。
最
後
に
、
ち

ょ
っ
と
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
マ
リ
ア
様
に
感
謝
を
し
な
い

で
終
わ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
日

本
の
マ
リ
ア
様
、
秋
田
の
マ
リ
ア
様
、

ど
う
か
私
た
ち
の
た
め
に
祈
っ
て
く

だ
さ
い
。
聖
歌
隊
、
マ
リ
ア
様
の
た

め
に
賛
歌
を
お
願
い
し
ま
す
。
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本
誌
二
〇
二
一
年
冬
季
一
三
九
号

に
掲
載
さ
れ
た
、
ゲ
ス
マ
ン
和
歌
子

さ
ん
に
よ
る
記
事
「
フ
レ
ン
ツ
神
父

と
日
本
」
を
ご
記
憶
の
方
が
ど
れ
だ

け
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
ド
イ
ツ

在
住
の
和
歌
子
さ
ん
が
近
隣
の
施
設

で
開
か
れ
た
黙
想
会
で
の
講
話
に
感

動
し
、
日
本
へ
の
招
待
を
申
し
出
た

こ
と
か
ら
、
二
〇
一
九
年
に
は
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
霊
名
を
お

持
ち
の
神
父
様
に
よ
る
黙
想
会
が
、

札
幌
・
秋
田
・
東
京
で
実
現
し
ま
し

た
。
そ
し
て
翌
年
の
初
夏
に
も
来
日

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
奮
起
さ
れ
た

フ
レ
ン
ツ
神
父
様
は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
、
毎
日
の

考
察
と
ご
ミ
サ
、
ご
聖
体
拝
領
を
配

信
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
く

に
日
本
の
方
々
の
た
め
に
始
め
た
と

も
言
え
る
こ
の
企
画
は
、
日
本
で
も

試
聴
で
き
る
時
間
帯
を
選
び
、
毎
日
、

ご
聖
体
で
祝
福
す
る
際
に
、「
一
番

最
初
に
日
本
に
祝
福
を
送
っ
て
い
る

」
と
い
う
姿
勢
に
、
ま
だ
お
会
い
し

た
こ
と
の
な
い
ま
ま
に
そ
の
交
わ
り

に
参
加
さ
れ
た
方
も
多
々
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

今
回
の
来
日
に
あ
た
っ
て
予
定
さ

れ
た
、
五
月
下
旬
に
軽
井
沢
で
開
か

れ
る
黙
想
会
は
、
す
で
に
参
加
者
の

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
状
態
で
す
が
、

次
ペ
ー
ジ
の
お
知
ら
せ
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
東
京
の
カ
ト
リ
ッ
ク
初
台

教
会
で
の
一
日
黙
想
会
は
ど
な
た
に

で
も
開
か
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
お

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◆
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
出
身
の
フ
レ
ン

ツ
・
ミ
ュ
ラ
ー
（Francis M

uller

）

神
父
様
の
略
歴
は
、
以
下
の
と
お

り
で
す
。

一
九
六
〇
年　

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の

　

デ
ィ
キ
ル
ヒ
で
七
人
兄
弟
の
六
番

　

目
と
し
て
生
ま
れ
る

一
九
七
六
年　

こ
の
頃
か
ら
カ
リ
ス

　

マ
刷
新
に
参
加

一
九
八
一
～
八
七
年　

ト
リ
ア
、
パ

　

リ
に
て
神
学
を
学
ぶ
。

一
九
八
七
年
一
月　

助
祭
叙
階
、
同

　

年
七
月
司
祭
叙
階

二
〇
〇
三
～
一
七
年　

複
数
の
教
区

　

で
司
牧

二
〇
一
一
年
～
現
在
ま
で　

ル
ク
セ

　

ン
ブ
ル
ク
大
公
家
の
チ
ャ
プ
レ
ン

　

を
務
め
る

二
〇
一
三
年　

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の

　
「
良
き
羊
飼
い
」
教
区
責
任
者
と

　

な
る

二
〇
二
二
年
九
月　

健
康
上
の
理
由

　

に
よ
り
教
区
司
祭
を
退
く
。
以
来
、

　

定
期
的
に
各
地
（
主
に
ド
イ
ツ
）

　

で
黙
想
会
を
行
い
、
現
在
に
至
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

上
掲
の
写
真
は
、
こ
の
三
月
に
南
ド

イ
ツ
・
ジ
ク
マ
リ
ン
ゲ
ン
の
ボ
イ
ロ

ン
で
行
わ
れ
た
黙
想
会
の
折
に
撮
影

さ
れ
た
お
元
気
な
お
姿
で
す
。

再
来
日
さ
れ
る
フ
レ
ン
ツ
神
父
様
と

   　
　
　
　
　
　
　

そ
の
黙
想
会
に
つ
い
て
の
ご
案
内
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【２０２４年度　春期と夏期のお知らせ】 

（１）フ　レ　ン　ツ　神　父　に　よ　る　一　日　黙　想　会　
　　　　　カトリック初台教会・一階アルフォンソホールにて
　　　　　２０２４年６月１日（初土）１０時～１７時
　　　　　テーマ：人はパンだけで生きるのではない。神の口から出る
　　　　　　　　　一つ一つの言葉で生きる。（マタイ４・４，申命記８・３）
　　　　　受付＆賛美：９時３０分から　参加費：２０００円
　　　　　申し込み：必要ありません。
　　　　　昼　食：近くにお店や自動販売機がありません。
　　　　　　　　　昼食・飲み物等各自で持参してください。
　　　　　祝　別：ロザリオ、おメダイ、御絵などの聖品、薬、水、
　　　　　　　　　オイル、塩など、各自必要なものをお持ちください。
　　　　　その他：歌集『神の愛』をお持ちの方はご持参ください。

（２）聖霊降臨前日の　日　本　全　国　リ　レ　ー　賛　美　の　集　い
　　　　　２０２４年５月１８日（土）１３：００～１６：３０
　　　　　北海道・名古屋・鹿児島を拠点にオンラインで開催されま
　　　　　すが、詳細は公式サイト「カトリック聖霊による刷新」
　　　　　（https://ccrjapan.org）でお知らせいたします。

（３）聖霊による刷新祈りの集いについての　リ　ー　ダ　ー　研　修　会
　　　　　８月23日（金）、24日（土）に東京・秋葉原の貸しホール
　　　　　を会場に開催の予定です。。

（４）カリス主催の執り成し成長黙想会「高間２０２４」
　　　　　中米グアテマラで８月１日～４日に開催されます。
　　　　　参加は無理でも、支援の祈りをいたしましょう。


